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コロナ禍を乗り越え、誰もが安心して暮らせる葛飾へ
令
和

3
年

第
2
回
定
例
区
議
会
が

17
日
間
の
会
期
で
開
催

　

令
和
3
年
6
月
7
日
か
ら
6
月
23
日
の
17
日
間

の
会
期
で
令
和
3
年
第
2
回
葛
飾
区
議
会
定
例
会

が
開
催
さ
れ
︑予
算
案
2
件
︑条
例
案
4
件
︑
契
約

案
8
件
︑人
事
案
1
件
︑そ
の
他
案
2
件
︑
議
員
提

出
議
案
1
件
︑に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

ホームページもチェック！ 葛飾区議会 自由民主党議員団 j imin-katsushika.com

　

文
書
の
翻
訳
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
多
言

語
対
応
︑
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
活
用
な
ど
︑
全
庁

的
に
幅
広
く
翻
訳
ツ
ー
ル
の
活
用
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
︒
見
解
を
伺
う
︒

問　

度
重
な
る
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
に
よ
る
︑
経

済
活
動
の
制
限
を
受
け
て
い
る
区
内
事
業
者
の

事
業
活
動
に
対
す
る
認
識
を
伺
う
︒

問 　

多
言
語
対
応
ツ
ー
ル
を
区
政
の
幅
広
い
分
野

で
導
入
で
き
る
よ
う
具
体
的
検
討
を
進
め
︑
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
多
文
化

共
生
社
会
を
推
進
し
て
い
く
︒

※

他
の
質
問
項
目　

日
本
語
教
育
の
充
実

答

筒井 たかひさ

一般質問

峯岸 良至

一般質問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前
に
比

べ
︑
個
人
消
費
の
大
幅
な
落
ち
込
み
に
よ
り
厳

し
い
状
況
が
多
く
あ
る
一
方
で
︑
巣
ご
も
り
需

要
な
ど
で
業
績
を
上
げ
る
業
種
も
あ
る
と
認
識

答 ◆
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
の
幅
広
い

　
業
種
の
取
り
組
み
に
対
す
る
事
業
者
支
援

　

私
立
保
育
園
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る
た

め
に
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園
が
抱
え
る
課

題
に
個
別
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
る
︒
取
り
組
み
を
伺
う
︒

問　

新
た
に
相
談
窓
口
を
夏
ま
で
に
設
置
で
き

る
よ
う
準
備
中
で
あ
る
︒
こ
の
窓
口
を
通
じ

て
︑
私
立
保
育
園
な
ど
の
課
題
や
意
見
も
伺

い
な
が
ら
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
定
的
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
く
︒

※

他
の
質
問
項
目　

保
育
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

答 　
﹁
こ
ち
亀
記
念
館
﹂
に
つ
い
て
︑
今
後
の

見
込
み
を
伺
う
︒

問　

現
時
点
で
は
候
補
地
の
確
定
ま
で
は
至
っ

て
い
な
い
が
︑
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
観
光
を

見
据
え
た
︑
亀
有
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
大
き
な
取
り
組
み
に
な
る
よ
う
︑
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
積
極
的
に
進
め
る
︒

※

他
の
質
問
項
目　

川
甚
跡
地
の
取
得
ス
ケ

　

ジ
ュ
ー
ル　

な
ど

答 ◆
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

　
観
光
拠
点
の
整
備

◆
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
区
政
運
営
と

地
域
経
済
を
守
る
取
り
組
み
を

◆
私
立
保
育
園
の
支
援

　

東
綾
瀬
小
学
校
に
隣
接
す
る
都
営
住
宅
跡

地
の
取
得
に
つ
い
て
︑
東
京
都
と
の
協
議
状

況
を
伺
う
︒

問　

学
校
の
拡
張
用
地
と
し
て
取
得
し
た
い
意

向
を
伝
え
︑
具
体
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
る
︒
今
年
度
末
ま
で
に
取

得
で
き
る
よ
う
︑
協
議
を
進
め
る
︒

※

他
の
質
問
項
目　

京
成
本
線
荒
川
橋
梁
架

　

け
替
え
事
業　

な
ど

答 ◆
堀
切
地
区
の
街
づ
く
り

　

小
菅
保
育
園
跡
地
の
地
中
ア
ス
ベ
ス
ト
対

応
に
つ
い
て
︑
詳
細
調
査
や
除
去
方
法
な
ど

を
検
討
し
︑
活
用
で
き
る
方
法
を
探
し
て
い

た
だ
き
た
い
︒
見
解
を
伺
う
︒

問　

費
用
対
効
果
も
踏
ま
え
た
最
適
な
方
法
を

選
択
す
る
た
め
に
は
︑
他
自
治
体
で
の
類
似

事
例
や
学
会
等
の
最
新
の
研
究
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
︑
地
道
な
調
査
・
研
究
を
重
ね

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
︒
何
よ
り
も

安
全
な
方
法
で
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
︑
性
急
な
結
論
を
避
け
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
︒

※

他
の
質
問
項
目　

旧
小
谷
野
小
学
校
の
機

　

能
維
持　

な
ど

答 ◆
小
菅
保
育
園
跡
地
と
旧
小
谷
野
小
学
校

　

か
つ
し
か
ふ
れ
あ
い
Ｒ
Ｕ
Ｎ
フ
ェ
ス
タ
の

公
道
開
催
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒

問　

令
和
６
年
度
第
11
回
大
会
に
お
け
る
公
道

開
催
に
向
け
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
︒
今
後
︑
関
係
機
関
等
と
の
協
議
や
︑
通

行
止
め
を
行
う
地
域
に
お
い
て
影
響
を
受
け

る
方
々
へ
の
説
明
な
ど
︑
実
現
に
向
け
た
具

体
的
な
調
整
に
取
り
組
む
︒

※

他
の
質
問
項
目   

堀
切
菖
蒲
園
の
冬
の
植
栽

　

な
ど

　

他
の
質
問
件
名
　
法
人
指
導

答 ◆
堀
切
地
域
の
魅
力
向
上

私
立
保
育
園
の
課
題
へ
の
対
応
と

堀
切
の
街
づ
く
り
施
策
の
推
進
を

し
て
い
る
︒
今
後
も
区
内
事
業
者
の
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
︑
国
や
都
の
対
策
を
踏
ま
え

つ
つ
︑
区
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
︒

※

他
の
質
問
項
目　

幅
広
い
業
種
へ
の
事
業

　

者
支
援　

な
ど



　本定例会初日、わが会派の筒井たかひさ幹事長の「区長の今後の政治姿勢、葛飾区
政への取り組みに対する考えについて」の一般質問の中の「区民の代表である区議会
議員が今後の区政を審議する区議会の場を通じて、区長選挙に対する決意のほどを葛
飾区民に明らかにすべきと思うが、いかがですか。」という問いに対して「自由民主党
議員団をはじめとする区議会の皆様と協働しながら、引き続き「夢と誇りあるふるさ
と葛飾」づくりを進めてまいりたく、秋に予定される葛飾区長選挙に出馬させて頂き
たいと考えております。」と答弁。
　青木区長の立候補当初から唯一党の推薦候補として、一緒に勝ち抜いてきた同志とし
て我々自由民主党議員団は今後も協働して区政発展に向けて突き進みます。

青木区長が４期目の出馬を表明
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池田委員長、秋本委員、筒井委員、峯岸委員総務委員会 伊藤委員、梅沢委員保健福祉委員会

高木副委員長、平田委員建設環境委員会 秋家委員長、工藤委員、安西委員文教委員会

　令和 3年度一般会計補正予算、市街地整備用地取得基金条例
の一部改正、各小中学校の工事請負契約締結、土地及び建物の
買入れなどの議案審査のほか、葛飾区基本計画（案）、前期実
施計画（素案）、デジタル推進計画 2021、総合庁舎整備と現庁
舎・庁舎敷地の活用方針（骨子）、都市農地保全支援プロジェ
クト事業、感染症拡大防止対策事業費助成など、所管事項の庶
務報告を受けました。
　わが会派は、区長から提出された補正予算や議案について、
いずれも妥当であると認め賛同した上で、低入札価格調査制度
など、工事契約の改善に向けて種々指摘・要望を行いました。

　請願の審査のほか、令和 3年度一般会計補正予算、子育て世
帯生活支援特別給付金支給事業、葛飾区基本計画（案）、前期
実施計画（素案）、病院の病床数、熱中症予防対策、子ども未
来プラザガイドラインの改訂、公立保育園における液体ミルク
備蓄の試行などの所管事項の庶務報告を受けました。
　わが会派からは、子ども未来プラザの建設にあたっては今後
もガイドラインの見直しを継続し充実した施設整備や運営を進
めること、また、新型コロナウイルスの感染拡大防止策の一環
として人流を抑制するため、都立水元公園の利用を一部制限す
ることなどについて、強く要望を行いました。

　令和 3年度一般会計補正予算、都市計画道路・橋梁等の工事
請負契約、葛飾区基本計画（案）、前期実施計画（素案）、羽田
空港の飛行経路の見直しによる本区への影響、集団回収実践団
体への加算金の見直し、京成本線荒川橋梁部における水害対策、
用途地域等の変更、民間施設の浸水対応型拠点建築物化の検討、
住宅基本計画（第 4次）の策定、新小岩公園再整備基本計画の
策定、あらかわ水辺公園改修の検討などの所管事項の庶務報告
を受けました。
　わが会派からは、水害時の避難施設としての都営住宅の空室
活用について、強く要望を行いました。

　区立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償
に関する条例の一部を改正する条例の審査を行うとともに、各
小中学校の工事請負契約締結、令和 3年度一般会計補正予算、葛飾
区基本計画（案）、前期実施計画（素案）、学校改築の取り組み、
令和 2年度チャレンジ検定の実施結果、家庭への通信環境の支援、日本
語ステップアップ教室の運営など、所管事項の庶務報告を受けました。
　わが会派からは、外壁塗装工事の間隔について質問を行うと
ともに、民間プールにおける水泳指導について様々なお互いの
意見交換をし実施すること、日本語ステップアップ教室におけ
る多言語対応について要望を行いました。

区政に関わる案件をより能率的、専門的に審査する
為に、各議案は事務部門別に設置された４つの常任
委員会に付託し、議論しました。常任委員会 ダイジェスト

安西俊一
：金町

秋家聡明
: 柴又

池田ひさよし
：小菅

工藤きくじ
: 東金町

秋本とよえ
: 西亀有

筒井たかひさ
: 亀有

高木信明
: お花茶屋

伊藤よしのり
: 水元

梅沢とよかず
：立石

みねぎし良至
: 堀切

お気軽にご意見をお寄せください！
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より良い葛飾を
目指して　

自由民主党議員団

■発行責任者／筒井 たかひさ 
( 葛飾区立石 5-13-1）
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青木克德 区長


